地域座談会（大栄地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月２４日（月曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時４０分

ところ　　中央公民館大栄分館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　１３人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	ポリオ予防接種について
	●ポリオの予防接種で問題が起きたが、チェックは１人でしたのか。なぜ１人だけのチェックだったのか。システムや体制の不備ではないか。町民は怒っている。十分に考えてほしい。
	●お怒りはごもっともです。今後はチェック体制をきちんと整備します。

	２
	地域座談会について
	●これまでの座談会の参加人数は何人か。自分は農家だが、ちょうど忙しい時期である。開催時期を少し考えてみてほしい。
	●今日までで、延１０３人の参加がありました。昨年は、５地区で、開始時間を午後７時からで開催した。「時間が早い」という声もあり見直しを行ったところ。今年もう一度検証したいと思います。

	３
	農業の町について
	●他町から視察があった場合、町長は北栄町を何の町と説明しているか。町長の就任当時は「農業の町」という声を聞いていたが、最近は少なくなっていないか。
	●農業の町、環境の町、コナンの町と説明しています。

	
	
	●環境の町を実現するための指針はあるが、農業にはそれがないのではないか。今年は農業振興大会が計画されているが、農家だけの大会にするのではなく、町民全てを巻きこんだ会にしてほしい。農業のまち宣言をしてはどうか。
	●農業分野の振興には、６次産業について検討を進めているところ。町指導者連絡協議会へも参加し、意見を聞きたい。

農業振興大会も住民に開かれた大会にしたい。

	４
	苦情への対応について
	●町に寄せられる苦情への処理手順、改善結果を知りたい。以前、役場で不快な思いをし、苦情を言ったことがある。その後改善された様子が感じられないが、どのように改善されたのか。
	●職員に対する苦情等は、意見箱、ホームページ上の投書、あるいは行政相談で受付けている。苦情が寄せられた場合は速やかに町長に報告するとともに、直接担当課へあるいは課長会を通じて指示、注意を出している。
　自治基本条例により、処理した案件については、公表することが規定されている。今回ご指摘の事案については、職員の意識と自覚が不足し、記録と報告ができていなかったと思われる。今回の事案については、すぐに確認のうえ対応したい。

	５
	口蹄疫対策について
	●現在問題になっている口蹄疫の対策は考えているか。
	●薬剤の配布を計画している。感染した時の対策マニュアルも準備しなければとも考えているところ。

　ＪＡ、県などと連携して畜産農家への情報提供を行い、予防に努めたい。

	６
	自治会への加入について
	●自治会へ加入していない住民に対し加入への働きかけを行っているか。
	●働きかけは行っていない。

	
	
	●今後、宅地造成により住宅が増えそうなところがあるが、隣の自治会との接際部にあって新しく住民となる方は個人の希望で加入する自治会を決めるのか。同じような場所に住みながら別々の自治会となることもありえるが、行政としてはどのように考えるか。
	●行政の立場として調整は可能と考えるが、強制することは難しいので、個人の判断に委ねている。

	
	
	●自治会公民館の建設の際には企画振興課と総務課に支援していただき感謝している。
	

	７
	地域座談会について
	●地域座談会は大変意義がある会なので、自治会長と役員とに参加をお願いできないか。
	●会の規模をはじめ会のあり方については、どのようか方法が一番良いのか検討したいと思います。

	８
	公共交通機関の整備ついて
	●中部定住自立圏構想が進んでいるかと思うが、その中で交通対策を考えてほしい。バスの運行などを希望します。
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